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【目的】 

一般撮影用ワイヤレスFPDが導入されたため、FPDの撮影条件と画質について検証した。これにより、CRとの相違点やFPDの

特徴を理解し、FPDに最適な撮影条件の設定に向けての一歩にしたい。 

【方法】 

ABD、PEL、HEAD、KNEE、CHILDの各条件で、TOR18FGファントムを用いて高コントラスト分解能、低コントラスト分解能、

MTF、SNR、CNR、Contrastの解析をおこなった。照射条件（CR条件、CRの半分条件、線量一定でｋV上げ条件）による表面線量

測定も同時におこなった。 

【結果】 

各条件による測定結果と骨盤条件における管電圧特性をTable 1に記す。 

Table 1 各部位の照射条件による画像解析結果（太字はCR、CHILDはリス無し） 

 

 

【考察・まとめ】 

・ CRの条件で撮影した場合、FPDよりCRの方がSNR、CNRがよい→CRの方が全体的に画質がよい傾向 

・ 200ｍAのとき、FPDの高コントラスト分解能がよい→小焦点(骨撮影時）は、FPDの方が画質がよい傾向     

・ FPDは、線量が少なくてもコントラストを保てる→SNR、CNRの傾向はCRと同等だが線量を減らしてよい傾向    

・ ABDは電圧を上げると、コントラストはつくが画質が粗くなる          

・ PELは電圧を上げると、高コントラスト分解能が上がり画質も保てる→骨目的なら90ｋVまで上げてもよい傾向 

・ HEADは電圧を上げると、高コントラスト分解能が上がり画質も保てる→骨目的なら電圧を上げてもよい傾向 

・ CHILDは電圧を上げると、コントラストはつくが高コン分解能は落ちる→肺野目的なら電圧を上げてもよい傾向 


